
２
月

日
（
金
）
に
視
覚
障
害
教
育
部
門
で
は
、

日
本
の
伝
統
文
化
・
芸
能
に
触
れ
、
理
解
を
深
め
、

多
様
な
文
化
に
対
す
る
幅
広
い
理
解
を
育
む
こ
と

を
目
的
と
し
た
雅
楽
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
当

日
は
講
師
と
し
て
一
般
社
団
法
人
伶
楽
舎
の
５
名

の
方
と
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東

京
、
及
び
公
益
社
団
法
人
日
本
芸
能
実
演
家
団
体

協
議
会
の
み
な
さ
ん
５
名
の
方
が
来
校
さ
れ
ま
し

た
。

ｃ

ｃ

～子供のための伝統文化・芸能体験事業～
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【当日の流れ】
・ 雅楽の説明
・「越天楽」演奏 鑑賞
・「越天楽」篳篥の唱歌
・ 打楽器体験 太鼓、鉦鼓、鞨鼓
・ 管楽器（笙、龍笛）、装束の触察
・ 舞の体験
・「越天楽」をもう一度鑑賞

限
ら
れ
た
時
間
で

し
た
が
幼
児
・
児

童
・
生
徒
と
共
に
鑑

賞
や
打
楽
器
の
体
験

な
ど
で
雅
楽
の
世
界

を
知
る
機
会
を
も
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
耳
に
す
る

楽
器
の
音
や
、
旋
律
、

楽
器
や
装
束
の
触
察

は
幼
児
・
児
童
・
生

徒
に
と
っ
て
は
驚
き

と
共
に
新
鮮
な
経
験

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
越
天
楽

篳
篥

の
唱
歌
」
は
事
前
に

歌
詞
を
学
習
し
、
ま

た
当
日
は
雅
楽
の
歴

史
な
ど
の
お
話
も
し

て
い
た
だ
き
、
雅
楽

に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た

か
と
思
い
ま
す
。

雅 楽 体 験


